
冒
頭
、
倉
掛
自
治
連
合
会
の

増
成
実
会
長
が
「
参
加
い
た
だ

き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

日
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
命
方

法
や
消
火
器
の
使
い
方
、
避
難

訓
練
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
挨
拶
。

最
初
に
井
原
地
区
消
防
組
合

の
講
師
二
人
が
「
倒
れ
て
い
る

人
が
い
た
ら
呼
吸
状
態
を
確
認

し
て
救
急
車
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
手
配

し
て
ほ
し
い
」
と
説
明
。

続
い
て
胸
骨
圧
迫
と
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
を
教
わ
っ
た
。

さ
ら
に
２
台
の
水
消
火
器
を

使
っ
た
模
擬
消
火
で
は
、
炎
の

下
方
向
へ
注
水
す
る
と
効
果
的

と
い
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
学
習
。

最
後
に
つ
ど
え
～
る
の
湯
沸

し
場
か
ら
出
火
し
た
と
想
定
し

て
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
。

火
災
報
知
機
を
鳴
ら
し
、
職
員

が
消
火
器
を
持
っ
て
現
場
に
駆

け
付
け
初
期
消
火
。
館
内
放
送

で
１
階
に
い
る
人
を
屋
外
へ
誘

導
し
、
２
階
の
倉
掛
公
民
館
な

ど
に
い
た
人
は
順
番
に
救
助
袋

で
北
駐
車
場
へ
滑
り
降
り
、
す

べ
て
の
訓
練
を
終
了
し
た
。

郷
社
足
次
山
神
社
拝
殿
南
へ

９
月
１
日
、
絵
馬
掛
け
が
設
置

さ
れ
た
。

か
ね
て
よ
り
総
代
会
が
検
討

し
て
い
た
も
の
で
、
サ
イ
ズ
は

縦
２
１
０
セ
ン
チ
×

横
１
９

０
セ
ン
チ
の
６
段
両
面
掛
け
。

願
い
事
や
願
い
事
が
叶
っ
た

と
き
お
礼
に
奉
納
す
る
招
福
絵

馬
は
一
枚
五
百
円
。
春
秋
の
大

祭
や
新
年
祈
願
祭
・
厄
除
け
祈

願
祭
・
七
五
三
祈
願
祭
・
清
掃

日
等
に
拝
殿
や
社
務
所
で
販
売

す
る
ほ
か
、
大
久
保
克
朗
総
代

長
宅
で
も
受
け
付
け
る
。

（

０
９
０

｜

４
８
４
０

｜

５

８
１
１
）

つ
ど
え
～
る
が
12
月
22
日
、

正
月
し
め
飾
り
作
り
方
教
室
を

開
く
。

会
費
は
一
人
五
百
円
（
当
日

集
金
）
。
募
集
は
40
人
限
定
で

定
員
に
な
り
次
第
締
切
。
対
象

者
は
井
原
市
内
在
住
か
勤
務
の

方
に
限
る
。
窓
口
は
つ
ど
え
～

る
。
（

62

｜

９
０
９
０
）

井
原
町
秋
季
大
祭
一
週
間
前

の
10
月
20
日
、
郷
社
足
次
山
神

社
の
区
当
番
（
夏
目
31
組
・
32

組
・
33
組
）
７
人
に
よ
る
当
番

祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。

午
前
10
時
、
夏
目
公
民
館
に

山
室
晶
史
宮
司
を
招
い
て
の
神

事
及
び
直
会
を
終
え
、
大
当
番

の
西
山
徳
之
氏
を
先
頭
に
正
装

で
宮
上
が
り
。
拝
殿
へ
上
り
、

宮
司
の
お
祓
い
を
受
け
て
当
番

祭
は
無
事
終
了
し
た
。

最
後
に
大
久
保
克
朗
総
代
長

が
「
本
日
は
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
祝
意
を
伝
え
、

「
郷
社
は
足
次
郷
（
井
原
後
月

全
域
）
で
一
番
社
格
の
高
い
神

社
。
古
来
よ
り
夏
目
倉
掛
の
人

た
ち
が
地
元
の
氏
子
と
し
て
関

わ
っ
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
大

祭
当
日
、
備
中
神
楽
奉
納
へ
の

協
力
を
要
請
し
た
。

日
本
の
子
ど
も
は
７
歳
ま
で

「
神
か
ら
の
預
か
り
も
の
」
と

考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

郷
社
足
次
山
神
社
で
は
、
下

記
の
と
お
り
七
五
三
祈
願
祭
を

執
り
行
い
ま
す
の
で
、
お
参
り

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

ご
祈
願
の
予
約
は
必
要
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
11
月
９
日
・
10
日

の
９
時
～
15
時
に
拝
殿
ま
た
は

社
務
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
足
次
山
神
社
総
代
会
）
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井
原
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
つ
ど
え
～
る
で
10

月
６

日
、
倉
掛
地
区
民
や
つ
ど
え
～
る
関
係
者
ら
35
人
が
参
加
し

て
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

11月1日現在 敬称略

《倉掛ご長寿番付》

郷社秋季大祭前に宮上がり

つ
ど
え
～
る
と
共
催

総合防災訓練

 山岡 許惠(101)17 組

 細羽美津子(97)５-2組

 和田 静子(96)18-1組

 江草 武司(95)15-2組

 森 梅子(94)18-2組

 高橋 敏子(94)３ 組

 宮本 文子(93)３ 組

 濱田 和子(93)16 組

 神﨑 嘉子(93)13-2組

 豊池 敏子(92)15-2組

 遠藤 幸子(92)８ 組

 藤井 繁文(92)11 組

 濱田 勤(92)８ 組

 藤原 文子(92)８ 組

 西山 英子(92)13-1組

 川相 晃一(91)17 組

 津組 重惠(91)13-3組

 山岡ツネコ(90)５-1組

 佐藤 良江(90)３ 組

 倉橋 則雄(90)３ 組

 山中 益美(89)18-3組

 川相 絹子(89)１ 組

 北田 二三(89)２ 組

 藤澤 伯夫(89)９ 組

 岡崎 三郎(89)６ 組

 久安 悦子(89)18-1組

 山岡 千壽(88)７ 組

 村上 正貴(88)５-2組

 小笠 明信(88)18-3組

 大西 博美(88)16 組

郷
社
境
内
に

絵

馬

掛

け

足
次
山
神
社

本殿へ向かう夏目区大当番の西山さんら８人

自治連合会をはじめ消防団やサロン関係者も参加＝10月６日

七

五

三

祈

願

は

郷

社

で

足

次

山

神

社

令和６年 七五三年齢表

年齢 性別 満年齢 数え年

３歳 男・女
2021年生

（Ｒ３年生）

2022年生

（Ｒ４年生）

５歳 男の子
2019年生

（Ｒ元年生）

2020年生

（Ｒ２年生）

７歳 女の子
2017年生

（Ｈ29年生）

2018年生

（Ｈ30年生）

正

月
し

め

飾

り

作

り

方

教

室

つ
ど
え
～
る

倉 掛
自治連



井
原
町
秋
季
大
祭
が
10
月
27

日
、
郷
社
足
次
山
神
社
な
ど
四

社
で
執
り
行
わ
れ
た
。

倉
掛
少
年
団
と
同
育
成
会
は

約
40
人
が
子
ど
も
み
こ
し
を
繰

り
出
し
た
。
先
導
車
に
続
い
て

「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

と
獅
子
舞
い
や
鬼
の
一
団
が
や

っ
て
来
る
と
、
地
元
の
人
た
ち

は
笑
顔
で
出
迎
え
た
。

第
３
部
消
防
関
係
者
ら
13
人

に
よ
る
千
歳
楽
は
、
拝
殿
前

で
山
室
晶
史
宮
司
の
お
祓
い

を
受
け
、
午
前
８
時
30
分
ご

ろ
大
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
市
街

地
へ
。
無
火
災
や
家
内
安

全
、
地
域
発
展
を
願
い
倉
掛

と
夏
目
を
一
巡
し
た
。

住
民
ら
は
「
若
い
方
々
の

元
気
な
法
被
姿
は
い
つ
見
て

も
良
い
で
す
ね
ー
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
た
。

鬼
ま
つ
り
交
通
安
全
パ
レ

ー
ド
一
行
は
、
午
後
３
時
過

ぎ
に
郷
社
へ
到
着
し
お
祓
い
を

受
け
解
散
し
た
。

倉
掛
少
年
団
関
係
者
と
サ
ロ

ン
あ
す
は
の
三
世
代
交
流
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
９
月
15

日
、
郷
社
足
次
山
神
社
境
内
で

開
か
れ
35
人
が
参
加
し
た
。

午
前
９
時
、
参
加
者
を
前
に

育
成
会
の
遠
藤
晶
大
会
長
が

「
熱
中
症
に
注
意
し
な
が
ら
し

っ
か
り
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
挨
拶
し
、
競
技
に
入
っ
た
。

５
組
に
分
か
れ
て
同
時
ス
タ

ー
ト
。
枯
れ
葉
や
点
在
す
る
石

碑
な
ど
を
避
け
な
が
ら
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
。

結
果
、
育
成
会
の
河
合
季
久

さ
ん
（
16
組
）
が
22
打
で
総
合

優
勝
。
サ
ロ
ン
あ
す
は
の
岡
本

哲
二
さ
ん
と
寺
内
知
久
子
さ
ん

が
23
打
で
続
き
、
４
位
に
は
24

打
の
細
羽
正
敏
さ
ん
が
入
っ

た
。サ

ロ
ン
あ
す
は
は
、
つ
ど
え

～
る
で
10
月
16
日
、
猪
原
宗
治

氏
＆
た
ゑ
子
氏
夫
妻
（
西
江
原

町
）
を
講
師
に
迎
え
て
「
笑
顔

の
健
康
介
護
予
防
＆
ギ
タ
ー
と

と
も
に
歌
お
う
」
と
題
し
た
ふ

れ
あ
い
交
流
会
を
開
い
た
。

森
典
子
会
長
の
開
会
挨
拶
に

続
い
て
宗
治
氏
が
演
奏
す
る

「
う
さ
ぎ
と
か
め
」
や
「
ど
ん

ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
」
の
曲
に
合
わ

せ
て
手
足
を
動
か
し
、
血
流
を

よ
く
す
る
体
操
も
行
っ
た
。

後
半
は
「
青
い
山
脈
」
「
リ

ン
ゴ
の
唄
」
「
知
床
旅
情
」

「
高
校
三
年
生
」
「
星
影
の
ワ

ル
ツ
」
な
ど
７
曲
を
合
唱
し
、

心
と
身
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

同
サ
ロ
ン
は
11
月
８
日
に
も

市
ス
ポ
ー
ツ
課
の
講
師
を
招
き

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
な

ど
、
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。
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11/ 8  サロンあすはふれあい交流会

11/ 9～10 郷社七五三祈願祭

11/ 9～10 倉掛少年防火パトロール

11/10  井原町地区対抗球技大会

（グラウンドゴルフ：井小）

11/16  倉掛自治連合会・役員会

11/17  倉掛少年団資源回収

11/22  トーンチャイムコンサート

つどえ～る 18:30～無料

12/ 1  井原分団第３部試運転日

12/ 1  郷社定例清掃 8:00～

12/ 1  つどえ～る写真コンテスト

申込締切日

12/ 1  倉掛少年団クリスマス会

12/21  倉掛自治連合会・役員会

12/22  正月しめ飾り作り方教室

12/28  つどえ～る年末年始休館

12/28～1/4

1/ 1  郷社新年祈願祭

- - - - - - - - - - - - - - - - -

◆ 行 事 予 定 ◆

※スマホ等で倉掛自治会ＨＰ

をご覧になる場合は右のＱＲ

コードを読み取って下さい。

倉 掛 ほ っ と 情 報

倉掛自治会 http://kurakake.sakura.ne.jp

秋季大祭を１カ月後に控えた９月２８日、新

講東組が足次山神社拝殿前へ新しい大しめ縄を

奉納した。この大しめ縄は今年、新講大当番の

渡辺節男さん（倉掛１５－１組）が手作りで仕

上げたもの。集まった東組関係者は午前９時か

ら作業に取り掛かり、１年間拝殿へ掛けられて

いた大しめ縄は拝殿前の鳥居へ移した。当日は

大久保総代長や立石総代らが立ち会った。

■新講当番 郷社大しめ縄を掛け替え

拝
殿
前
で
の
大
し
め
縄
掛

け
替
え
作
業
＝
９
月
28
日

玄関先で子どもみこし一行を迎える地元の人たち＝倉掛１３－３組

倉掛５－１組を進む消防関係者の千歳楽

10月27日の秋季大祭当日、

足次山神社では備中神楽の舞

台を夏目33組・34組・35組の

区当番が午前中、社務所前へ

設営し準備万端。

ところが、開始直前になっ

て小雨がパラつき急きょ撤

去。７年ぶりに拝殿での神楽

となった。

三世代グラウンドゴルフ

体操と音楽を楽しむ

猪

原

夫

妻

招

く

河
合
季
久

初
優

さ
ん

育成会

活

発

に

活

動

サ
ロ
ン
あ
す
は

井

原

町

秋
季
大
祭

７年ぶり
素戔嗚尊の舞い


